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(光チャネルルートオプション内蔵)

磁気ディスク装置

低伝送損失 広帯域伝送 紺径･軽量

光ファイ′〈伝送技術

非誘導性

高速光チャネルサブシステム 光ファイバ伝送技術が新しいコンピュータシステムを逼り出す｡

R.寸二製作所は去妄新のCMOS･LSI技術と光イ去送

技術とを使川し,人型汎(はん)榊コンピュータ

HITAC M-880/M-860(以卜,M-880/M-860と略

す｡)処こ哩装置に接続するi亡i速糊辺装置との距維を最

大2klllまで延長できる高速光チャネルサブシステ

ムを開発した｡

このサブシステムは,周辺装置を処坤装置本体か

ら離して設置したいというユーザーニーズにこたえ

るために,従来,処理装置本体に内蔵されていたチ

ャネル装置の一部の機能を処理装置本体から独l■/二さ

せ,光ファイバケーブルで接続したものである｡

*【_J_＼ソニ製作所汁L川コンビ_1-1ター▲圭一i業祁

[ト立製作所では,すでに人巧竺汎刷コンピュータ

HIl｢AC M-68X/M-66Ⅹ処理装置朋に光チャネル

サー7システムを製■抗化している｡高速光チャネルサ

ブシステムはM-880/M-860処理装置拝‖こ開発し,人

～_lりJ処:畔のいっそうの高速化のニーズにこたえた製

ん-,である｡

このサブシステムの導入にあたって,ソフトウェ

アの変‾ち引ま不要である｡

このサブシステムにより,コンピュータ室での周

辺装置レイアウトの白山度も従来にも増して拡人す

ることができるようになった｡
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n はじめに

エレクトロニクスとその利用技術の発達に伴い,高度

情事は化社会が到来しようとしている｡それを抑_うコンピ

ュータシステムは,ネットワーク化や分散処群化,さら

にオープンシステム化が進展している｡そのシステムの

lい核である大当竺汎(はん)川コンピュータには,人規模デ

ータベースサーバとしての役割が求められてきており,

大型汎別コンピュータには大量のデータが集中すること

になり,人景データの処.哩･維持･管理が)拝められてい

る｡こうした中で,磁気ディスク装置や磁気テープ装荷

など外部記憶装讃としての糊辺装置は高速化･入谷量化

しており,量的にも噌人している｡この人型コンピュー

タシステム自体の大規模化に伴って,周辺装胃を処珊装

置と遠隔に配置し,しかも高速にデータ転送したいとい

うニーズが強くなっている｡

｢卜在製作所は,このニーズにこたえるため,すでに人

型汎口JコンピュータHITAC M-68Ⅹ/M-66Ⅹ(以下,Mr

甲X/M-66Ⅹと略す｡)処理装置用に光チャネルサブシス

テムl)を裂.糾ヒしている｡人型汎椚コンピュータM-88()/

M-860(以下,M-88∩/M-860と略す｡)処理装置用の砧速

光チャネルサブシステムは,その件能をさらに向_卜させ

た製ん--である｡

ここでは,高速光チャネルサブシステムの概要と特長,

iチ7了速車云送を尖現しているハードウェア技術,および了たi速

一光チャネルサブシステムを使梢したシステム構成側につ

いて述べる｡

月 開発の背景とニーズ

大型汎用コンピュータシステムでは,システムの人規

模化に伴って,以‾Fに述べるようなニーズが発生してきた｡

(1)コンピュータシステムの分散配吊化

処坪すべきデータニ拉の哨人に伴い,外部記憶装置であ

る磁気ディスク装置や磁気テープ装置などの周辺装置が

椚加し,コンピュータ室の-一つのフロアにシステムを収

容しきれなくなってきた｡周辺装置の小でも,プリンタ

や磁;もテープ装;左などオペレーターやユーザーの介入が

必一安な装;削まユーザーの近くに設讃すると使いやすい｡

このため,処二哩装荷本体と周辺装置をそれぞれ別のフロ

アに分散して配置したい,またはそれぞれ別のビルに設

i㌢こしたいというユーザーニーズが神大している｡ところ

が,｢i哨由ケーブルを用いた従来の大型汎川コンピュータ

HITAC Mシリーズ(以下,Mシリーズと略す｡)標準入山
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表l 高速光チャネルサブシステムの概略仕様 高速光チ

ャネル装置と半導体記憶制御装置を光ファイバケーブルで直結す
る場合は,高速リモート光チャネル装置は不要である｡

項 目 内 容

光ファイバ

ケーブル長
最大2km

光チャネルの機能

と性能

･ブロックマルチプレクサチャネル

最大9Mバイト/sまでのデータ転送が可能

半導体記憶制御装置(H-691Z-5)は最大J8Mバ

イト/s

･バイトマルチプレクサチャネル

光ファイバケーブル長に依存し,最大30kバイ

卜/sのデータ転送が可能

プロセッサ当たり

･M880 8チャネルから96チャネルまで

(モデルにより異なる｡)

の光チャネル数 ･M860 4チャネルから48チャネルまで

(モデル20/40/60には搭載されない｡)

高速リモート

･小型モデル(H-6332-1)

事筐(きょう)体に4チャネルまで内蔵
(2チャネル単位に増設)

寸法:幅450:く奥行き600:く高さ850(mm)
光チャネル装置 ･大型モデル(H-6332--Z)

l筐体に16チャネルまで内蔵

(4チャネル単位に増設)

寸法:幅800×奥行き800×高さl′300(mm)

高速リモート

光チャネル装置に ･Mシリーズ入出力インタフェースで接帯荒される
接続可能な

周辺装置

周辺装置はすべて接続可能

ソフトウエアの制

限,変更
な し

注:磁気ディスク装置,半導体記憶装置を接続する場合の光ファイ

バケーブル長は最大=くmである｡

カチャネルでは,ケーブル長を120mまでしか延長でき

ないため,このニーズにこたえることができなかった｡

(2)コンピュータ案床‾F環囁の改善

処理装吊当たりのチャネル数の増加によって,コンピ

ュータ室の処理装置本体周りのフリーアクセス床‾F▲は.

入山ノJインタフェースケーブルでいっぱいになり,床‾卜

賀詞の効率にも悪い影響を与えている｡また,.従来の同

軸ケーブルによる人出カインタフェースケーブルは人く

て重いため,レイアウト変‾更などの作業性が悪い｡また,

ケーブルは軽量化･納径化したし-｡

(3)高速の入出力処理の要求

日立製作所では,+二述のようなニーズにこたえるため

M-68Ⅹ/M-66Ⅹ処理装置川に光チャネルサブシステム

を製品化した｡しかし,その後も入出力処稗の高速化の

要求は増大し,従来の光チャネルサブシステムでは,そ
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の要求に十分にはこたえられなくなってきた｡

そこで,M-880/M-860プロセッサ斤=こ,新たに高速光

チャネルサブシステムを開発した｡

B 高速光チャネルサブシステムの概要と特長

3.1概 要

高速光チャネルサブシステムは次の三つの要素によっ

て構成した｡

(1)M-880/M-860処理装置本体に内蔵する高速光チャ

ネル装置

高速光チャネル装置は,光信号と電気信号の相互変枚,

光インタフェースプロトコルの制御,および主記憶装置

とのデータ転送を行う｡

(2)周辺装置の近くに設置し,Mシリーズ標準入出ノJイ

ンタフェースで周辺装置と接続する高速リモート光チャ

不ル装置

高速リモート光チャネル装置は,光信号と電妄も信一ぢ一の

村立変換,光インタフェースプロトコルからMシリーズ

標準入出力インタフェースへのプロトコル変換を行う｡

(3)上記二つの装置間を結ぶ光ファイバケーブル

光ファイバケーブルは,GI(GradedIIldex)型石英ファ

イバケーブル1)である｡

高速光チャネルサブシステムの概略什様を表1に示す｡

3.2 特 長

高速光チャネルサブシステムの主な特長は次のとおり

である｡

(1)光ファイバの軽量･低損失という特長から,処理装

置本体と周辺装置の接続距離を右左人2kmまで延長で

き,システムレイアウトの自由度を拡大できる｡また,

処理装置本体周りの入Hカインタフェースケーブルの物

騒を大幅に軽減することができるので,レイアウト変更

などの作業件に優れている(表2)｡

(2)高速リモート光チャネル装置には,Mシリーズ標準

表2 光ファイバケーブルと従来の同軸ケーブルとの比較

(2チャネル当たり) 光ファイバケーブルはインタフェース

ケーブルと比べて容積で去,質量(重さ)で去である｡

No. ケーブル 直 径 質量(重さ)

l
光チャネル用光ファイバケ

-フル
10.5mm:くl本 lZOkg/kmxl本

2
同軸ケーブル(従来のイン

タフエースケーブル)
26mmX4本 920kg/kmX4本

人出カインタフェースに接続されるすべての周辺装置を

接続できる｡最大データ転送速度は,9Mバイト/sである

(従来の光チャネルサブシステムでは6Mバイト/s)｡

(3)処理装置本体とH-6912-57至当半導体記憶装置を光フ

ァイバケーブルで直結することができる｡この接続形態

では高速リモート光チャネル装置は不要であり,この場

合の最大データ転送速度は,18Mバイト/sである(従来

の光チャネルサブシステムではこの接続はできない)｡

(4)プログラムに対しては従来のMシリーズ標準入出力

チャネルと同様に軌作するので,ソフトウェアの変‾虹は

イ(要である｡Mシリーズ標準人け.カインタフェースに接

続されるすべての間辺装置を接続できるため,このサブ

システムの導入が容湯である｡

(5)光ファイバケーブルは従来の光チャネルサブシステ

ムと共通なので,従来機からの移行が容易である｡光フ

ァイバケーブルの布設例を図lに示す｡

巴 高速光チャネルサブシステムのハードウエ

ア技術

4.1最新の半導体技術を採用し高速･小型･低消費電

力化を実現

高速光チャネルサブシステムは,().8トLmプロセスの.C

(Complementary)MOS VLSIを採用することによって

高速のデータ転送機能を実現するとともに,従来の光チ

ャネルサブシステムでのチャネル装置と光チャネル制御

機構Z)を高速光チャネル装置として一体化し,装置の小

宅づ化と低消費電力化を実現した｡

4.2 最新の光伝送技術を採用し高速化を実現

伝送速度2()()Mビット/sの送′受信モジュールを新しく

抹川することによって(従来の光チャネルサブシステム

では68Mビット/s),rたi速のデータ転送機能を実現して

いる｡なお,8B/10B符号3)による光信号の変調方式や,

CRC(Cyclic Redundancy check Code)による誤りチェ

ック方式は従来の光チャネルサブ1システムと同じであ

る｡光伝送技術の基本仕様を表3に示す｡

使朋する波長は1.3l⊥mの長波であり,従来の0.85l⊥m

の短波と異なるが,このサブシステムで用いる光ファイ

バケーブルは双方の波長で使用できる｡また,双ノノの川

波故に対して十分な帯域帖を持っている(表4)｡

4.3 新しい論理方式を採用し高速化を実現

光ファイバトの情報の仕送方式はフレーム方式であり

従来の光チャネルサブシステムと同じであるが,データ

の要求フレームを論理的に多蚕処理可能なデータ転送ガ
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ケーブルダクト

;主:略語説明

LBP(レーサビームフレリンタ)

MT(磁気テ【フリ装置)

DISK(磁気ティスク装置)

図l 光ファイバケー

ブルの布設例 階渡り

や建屋問の光ファイバケ

ーブルの布設例を示す｡

./ 天井

成端箱

処理装置＼
¶

〕r‾‾‾頃【1

フリー

処理装置アクセス

./
】〔‾‾‾う‾‾‾〕F

フロア間･建屋間幹線
光ファイバケーブル

＼
光チャネルフロアケーブル

高速リモート

光チャネル装置
LBP

1

ノ‥∃′‥
.‾‾1‥■■

＼
入出力インタフェースケーブル

成端箱

高速リモート

MT/DISK光チャネル装置

1 ‾‾‾｢‾‾‾‾‾弓‾‾

J ＼

/ ＼

今聖若フェース要言妄言竺フル ＼ 他建屋へ

ケープル

Jじの採川などでインタフェースプロトコルを改良し,..り

速のデータ転送機能を`jミぢユしている｡

1亡Ji速リモート光チャネル装置を介さずに-､一三導体記憶装

;胃と一光ファイバケーブルで【l-1二結する形態も吋fiヒにした｡

‾､ド導体甜意装道側では,光七;-り･と屯ちも†さi号の朴7上変枚と､

光インタフェースプロトコルから､lそ導体.;己憶装置のl勺邦

表3 光伝送技術の基本仕様 200Mビット/sの広帯域伝送

技術によって,最大18Mバイト/sの高速データ転送を実現している｡

項 目 仕 様

発 光 素 子 LED(波長=】.3ト1m)

受 光 素 子 PIN PD

伝 送 速 度 200Mビット/s(NRZ)

変 調 方 式 8B/柑B

光ファイバ
50/125ト1m

Gl型石英ファイバ

最大伝送距離 2km

注:略語説明 LED(発光ダイオード),PIN-PD(PIN型ホトダイオー

ド),NRZ(Non-ReturntoZero),Gl(Gr∂dedlndex)
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屋外用光ファイバケーフル

インタフェースへのl叫妾プロトコル変換を守iう｡このこ

とにより,さらに六IJi速のデータ転送速度をて臭脱している｡

半導体.山註装吊は潜イ=l勺に高速転送ができるという長巾

を′卜かしたノノ■Jてである｡

表4 光ファイバケーブルの仕様 従来の光チャネルサブシ

ステム用に布設した光ファイバケーブルがそのまま使える｡

項 目 特 性 備 考

ケ

l

ブ

ノレ

仕

様

収 容 心 線 数 4心 50/125llmGl

ケーブル外径 10.5mm

ケーブル質量(重さ) 120kg/km

最大許容張力 120kg ケーブル･コネクタ間

最小許容曲げ半径 ‡10mm

最大許容側圧 200kg/50mm

伝

送

特

性

伝 送 損 失
3dB/km以下 入=0.85ドm,ZOOC

ldB/km以下 1=l･3llm,20□C

伝 送 帯 域
200MHz･km以上 入=0,85トLm

400MHz･km以上 入=l･3l⊥m

ニコ

ネ

ク

夕

コ ネ ク タ 4心マルチコネクタ

挿 入 損 失
0.5dB/個(ケーブル

両端コネクタ平均)
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8 システム構成例2)

5.1磁気ディスク装置を処理装置マシン重から分離

磁気ディスク装置を処理装置マシン重から分離した例

を図2に示す｡磁気ディスク装置は専用の磁気ディスク

装置宅に設置する｡このようなシステムは,部外者によ

るファイルの破壊,盗難などを防止するためのセキュり

ティシステムという意味でも有効である｡

5.2 離れたコンピュータセンター間でファイル共用シ

ステムを構成

離れた二つのコンピュータセンター間で磁妄もディスク

ファイルを共鞘するシステムの例を図3に示す｡従来の

処王里装置
仰■■■■:

L

● 匡l●

磁気テープ装置

70リンク

L

処理装置

処理装置マシン宝

図Z 磁気ディスク装置の分離例

磁気テープ装置

■

Mシリーズ標準入山ノJチャネルでは,二つのセンターが

同一フロアか同一建屋にある場合にしか構築できなかっ

たファイル共用システムが容易に実現できる｡

5.3 オペレーターやエンドユーザーの操作する機器を

処理装置マシン重から分離

磁気テープ装置やラインプリンタなどオペレーターま

たはエンドユーザーが操作する機器を,処理装置や磁気

ディスク装荷などを設置する処理装置マシン重から分離

して設置する例を図4にホす｡オペレーターやエンドユ

ーザーによる八子介入が必要な機器だけを,事務所の近

くのオペレーター操作マシン室に設置することによっ

て,より使いやすいシステムを構築することができる｡

高速リモート光チャネル装置

■
■

一 書

磁気ディスク装置

磁気ディスク装置マシン室

磁気ディスク装置を処理装置マシン重から分離した例を示す｡

処王里装置
ゴ■■■r▲■

プリンタ

固圏l圏l圏l

磁気ディスク装置

■

L

高速リモート

光チャネル装置

L

処王里装置

プリンタ

● 巨司匡I

センター1

■
■ t

磁気ディスク装置

センター2

注:*〔CTCA(ChannelToChannelAdapter)〕

図3 ファイル共用システムの例 別々のフロアにある二つのコンピュータセンターを,高速光チャネルサブシステムで結合した例を示す｡

31



224 日立評論 VOL.75 No.3(1993-3)

処理装置
伽 1■

L

■

■

▲ ■
こ

■ ■ ■ ■

■

磁気ディスク装置

■

処理装置マシン室

高速リモート

光チャネル装置

磁気テープ装置

■

プリンタ

■

オペレーター操作マシン室

図4 オペレーク一室分離の例 処理装置マシン重からオペレークー操作マシン室を分離した例を示す｡

8 おわりに

200Mビット/s高速光チャネルサブシステムは,光フ

ァイバケーブルを用いて周辺装置との接続距離を最大2

kmまで延長することを可能としたチャネル装置の遠隔

化システムである｡この方式を用いた最初の製品は68M

ビット/s光チャネルサブシステムであり,これ以前の方

式による遠隔化システムでは不可能であった磁気ディス

ク装置の接続を可能とした｡システムの分散配置化,コ

ンピュータ室床下環境の改善というユーザーニーズにこ

たえたものである｡高速光チャネルサブシステムは,最

新のLSI技術･光伝送技術･論理方式を採用することに

より,さらに高速の入出力処理の要求にこたえたもので

ある｡

今後ますますコンピュータシステムは大規模化･広域

化し,その人出力システムは多様化していくものと考え

る｡コンピュータシステムでの光ファイバ伝送技術の重

要性はますます増大し,その適用範囲も広がるであろう｡

口立製作所は大型コンピュータの入出力システムへの応

用を進めるとともに,新たなユーザーニーズに的確･迅

速にこたえていく考えである｡
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